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そこで本研究では, 以下に Costa らの方法の問題を解決する
方法を提案する.
4 Chebyshev多項式による高調波生成法
Chebyshev多項式から Tn(x) = cos(n!0t)に関する漸化式
Tn(x) = 2xTn¡1(x)¡ Tn¡2(x) (2)
が導かれる [4].
本研究では式 (2) に交流雑音の基本周波数の現時刻での値を
与えることで高調波生成を行う方法を提案する. 図 1 にその
高調波生成ブロック (HBP:Harmonics Production Block), 図











































一般に所望信号 s(k) として正規白色雑音を用いた場合, 適応
フィルタの出力パワースペクトル上の交流雑音周波数にノッ
チが現れる [1]. 提案法のパワースペクトル (図 3) にはそうし
たノッチが現れており正しくアルゴリズムが機能しているこ
とがわかる. また, データ点数を 262144 点 (約 62 秒間) とし
たとき, 全ての高調波の計算に要する時間は Costa らの手法で
は約 2000[sec], 式を整理しプログラミング上の工夫を施しても













また, s(k)からの差の標準偏差は Costa法と Chebyshev漸化
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